
 

 

第１表 

５小笠原中発第188号 

令 和 ６ 年 ３ 月 ８ 日 

小笠原村教育委員会 殿 

学校名 小笠原村立小笠原中学校     

校長名  椎橋 秀行          

 

 

令和６年度教育課程について（届） 

 

このことについて、「小笠原村立学校の管理運営に関する規則」第 15 条に基づき、下記のとおりお届けします。 

 

記 

 

１ 教育目標 

（１）学校の教育目標 

     ○ よく学び、考え、行動する人  

     ○ やさしくたくましい人 

     ○ 社会の一員として貢献できる人  

  日本国憲法及び教育基本法等の精神を基調とし、人間尊重の精神に富み、郷土を愛するとともに、国際社

会において信頼されるための豊かな見識と広い視野をもち、国際社会や地域社会に貢献することのできる人材の

育成を目指す。 

 

（２）学校の教育目標を達成するための基本方針  

  生徒一人一人が、持続可能な社会の創り手となる資質・能力の育成に向け、基礎的・基本的な「知識・技能」の

確実な習得とともに、様々な課題解決のための「思考力・判断力・表現力等」を育む。また、「誰もが安心して学べる

魅力ある学校づくり」を進めるために、発達支持的生徒指導の観点から、生徒が自発的・主体的に自らを発達させて

いくことを尊重し、個性の発見とよさや可能性の伸長と社会的資質・能力の発達を支えるように働きかけながら生徒の

自己有用感の育成を目指す。 

 ア 全教育活動を通して、主体的に自ら課題を見付け学習に取り組む態度を養う。また、教科等横断的な視点に立

ち、身に付いた確かな学力を活用し、直面する課題をグローバルな視点で捉え、解決する力を育むとともに、自らの

力を地域や社会のために進んで役立てようとする行動力を育成する。 

イ 学校評価アンケートを実施し、地域・保護者の願いや思いを学校の教育活動に反映させていくとともに、「地域懇

談会」等を開催し、広く地域・保護者と情報共有や協議等を行うことを通して、「社会に開かれた学校」の実現を

目指す。 

ウ  小中一貫教育を推進するために、義務教育９年間の学びの系統性に即した教育活動を展開し、小笠原小学校、

母島小中学校、都立小笠原高等学校と研修会や合同行事、小中高教科交流等を通し、連携を進める。特に小

笠原小学校とは、各教科の内容のまとまり等において、中学校教員が参加したティーム・ティーチングを実施することに

より、小中一体となって教科担任制を推進する。 

エ 心の教育及び人権教育を教育活動全体で推進し、人間性を豊かにするとともに、学習者用端末やドリル型学習

コンテンツを活用し、不登校生徒の学習権を保証するなど、現在の様々な人権課題に適切に対応する。 

オ 小笠原の自然や文化を活かした「小笠原学習」を通じて、地域の一員として自己の在り方や課題を自らのものとし

て捉え、解決に向けて粘り強く取り組む態度を育成する。 

カ 健康・安全に生活する力を培うために、食や性に関する理解を深め、自己の健康に対する意識を高め体力の維

持・増進を図る。生徒との適切な信頼関係を基に、いじめや生命尊重、安全に関する指導を発達の段階に応じて

系統的に行う。 

キ  「個別最適な学び」の視点から生徒一人一人が「わかる」から「できる」を実感する授業を実現するために、各種学

公印 



 

 

力調査の分析を基に「指導と評価の一体化」を踏まえた授業改善を図る。 

ク 社会の在り方が劇的に変化する時代に対応する力を高めるために、言語活動を充実させたり、学習者用端末等

を活用した教育活動を積極的に展開したりすることで、自らの考えを主体的に発信していけるコミュニケーション能力を

育成し、どんな状況下でも最善を尽くし、未知の状況に対応する生きる力の育成と社会的・職業的自立を図る。 

第２表の１ 

          学校名 小笠原村立小笠原中学校 

２ 指導の重点 

（１）各教科、道徳教育、外国語(英語)、総合的な学習の時間、特別活動 

ア 各教科 

（ア）生徒による授業評価の結果や、国・都・村の学力調査の結果を分析し、「指導と評価の一体化」の視点に立っ

た適切な学習活動や評価計画、授業改善推進プランへの反映等を通して、主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた授業改善を行う。 

（イ）基礎的・基本的な知識、技能を確実に身に付けるとともに、９年間の学びの継続性を踏まえた年間指導計

画・評価計画に基づいて計画的に授業を実施する。 

（ウ）月に２回ほど放課後学習教室「おが中寺子屋」を開催するなど、基礎的・基本的な知識及び技能の確実な

習得を図る。 

（エ）課題や目的に応じて学習者用端末等の教育機器を効果的に利用し、生徒の学習意欲を喚起するとともに、

望ましい情報活用能力の育成を図る。 

（オ）生徒が互いの意見や収集した情報を聞き、その共通点や相違点を考えながら、知識を関連付け、自分の考え

を相手にしっかりと伝える等の言語活動を各教科の特性を生かして行い、言語能力、情報活用能力、コミュニケー

ション能力を育成する。 

（カ）望ましい学習態度を身に付けられるよう、小笠原小学校及び家庭と連携しながら家庭学習を含めた望ましい

学習習慣の確立のための指導を推進する。 

（キ）教育環境を活かした体力向上の取組を継続する。体力テストの結果を分析し、課題の克服のために授業の工

夫改善を行い、健やかな体づくりを進める。 

 

イ 道徳教育 

（ア）道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を養うため、生徒・学校及び地域の実態を踏まえ、「考え、議

論する道徳」の実践を目指した全体計画及び年間指導計画・評価計画に基づき、道徳教育推進教師を

要として全教員で道徳教育に取り組む。 

（イ）道徳的価値に基づいた自己の生き方について考えを深め、自他の違いを認め尊重する思いやりの心情を

基盤に、コミュニケーション能力の育成を指導の重点とする。また、本校の指導のあり方や生徒に望む姿につ

いて、「地域懇談会」や道徳授業地区公開講座などを活用して地域・保護者等と意見交換や協議を行い、

地域や保護者の願いや思いを反映した学習活動に取り組む。 

（ウ）学校教育活動全体で行う「いじめ」、「生命尊重」に関する授業や「生命（いのち）の安全教育」等を通

して、道徳教育の充実を図り、生命尊重の心や自尊感情、自己肯定感を醸成する。 

 

ウ 外国語(英語) 

（ア）国際社会で活躍する人材育成のために、ＡＬＴと教科担任によるティーム・ティーチングの授業を効果的に

実施したりＡＬＴとの面談など授業外の活動を実施したりして、外国語を使用する学習環境を意図的に

構成する。 

（イ）小学校外国語担当と情報を共有し、生徒の実態に即した授業改善に小中一貫で取り組み、９年間を

通した学習活動を通し、生徒の外国語能力の向上を図る。 

 

エ 総合的な学習の時間  

（ア）９年間の「小笠原学習」のまとめの３年として、地域資源や人材などを活用し、第１学年では小笠原の

自然理解をテーマに固有種植物等の理解をねらいとした活動や海洋調査を、第２学年では戦跡調査や硫



 

 

黄島訪島に関する平和学習や小笠原の歴史学習を、第３学年では修学旅行と関連させた日本と小笠

原の伝統と文化や小笠原の海洋生物についての学習を柱として、自分で課題を立て、情報を集め、整理・

分析して、まとめ・表現する探究的な学習活動を行う。 

（イ）持続可能な社会の構築や社会の変化に対応できる力の育成を視野に入れ、横断的・総合的な学習を

展開するために、各教科、道徳科及び特別活動の年間計画との関連を明確にする。また、各教科等で身

に付けた資質や能力及び態度を生かした体験的・問題解決的な学習を行う。  

（ウ）情報機器に関する知識・技能の習得や情報活用能力を育成して情報モラル・情報リテラシーへの意識を

高め、学習者用端末等を積極的に活用するとともに、社会教育機関や地域と連携して外部人材を活用し、

社会や世界に関する興味や関心を深める。 

 

 

第２表の２ 

          学校名 小笠原村立小笠原中学校 

 

オ 特別活動 

 （ア）集団への所属感や連帯感を深めるとともに、生徒が自己決定する機会や自己の可能性を見いだす活動

を充実させる。 

（イ）様々な集団活動に自主的、実践的に取り組む中で、互いの良さや個性、多様な考えを認め合い、等しく

合意形成に関わり役割を担おうとする意欲と合意的意思決定能力を育成する。 

（ウ）異年齢集団との交流等の実践的な集団活動を通して、社会的マナーや集団生活における言動等、場面

に応じた適切な行動や全体を考えた行動ができるよう、社会の形成者としてより良い人間関係を形成する

ための見方・考え方を育む。 

 

（２）特色ある教育活動  

 ア 小中一貫教育の充実を重点目標とし、小笠原小学校とは、各教科の内容のまとまり等において、中学校

教員の専門性を活かしたティーム・ティーチングを実施し、小中一体となって教科担任制を推進する。また、都立

小笠原高等学校も交えた教科交流会や運動会、母島小中学校との学習交流会等所管や島を超えた協働

的な教員研修や学習活動を実施する。 

 イ 朝の一斉読書活動を全校で取り組むなど、学校教育全体を通して生徒の自主的、自発的な読書活動を

推進する。 

 ウ 全校吹奏楽に取り組み、感性を豊かに働かせながら学年を超えて協働して課題を解決したり、多様な考え

方をもつ他者と適切に関わり合ったり、組織に参画したり貢献したりする資質・能力を育てる。 

 エ 道徳的価値に基づいた自己の生き方について考えを深め、自他の違いを認め尊重する思いやりの心情を基

盤に、コミュニケーション能力の育成をねらいとした３年間の道徳の校内研究を進める。 

  

（３）生活指導・キャリア教育 

ア 生活指導 

 （ア）授業規律・挨拶・言葉遣い・身だしなみ・時間厳守・清掃活動の指導を全校共通理解の下に推進して、基本

的な生活習慣の確立を図る。 

（イ）全教職員のいじめや不登校等の未然防止や生徒の健全育成及び安全への意識向上のために、小規模校の

利点を生かして教員相互の情報交換や生徒との相談を密に行うとともに、家庭や地域の関係機関と連携を図り、

生徒が安心して通えるいじめを絶対に許さない学校づくりを推進する。生徒指導提要に基づき、「学校いじめ防止

基本方針」の徹底やいじめの未然防止、早期発見等に学校いじめ対策委員会を中心に組織的に取り組む。 

（ウ）災害に備えた日頃からとるべき行動や災害が起こったときにとるべき行動ができるよう、防災教育の充実を図り、

あらゆる場面を想定した避難訓練を実施するとともに、安全指導の日を中心に自らの安全を確保するために行動

できる力や、小学校との合同避難訓練等を通して他者や地域のために貢献する態度の育成を目指す。 

（エ）日常の教育活動や多様な面談を活用し、生徒一人一人の様々な不安や悩みを把握するとともに、様々な困

難やストレスに対処する力の育成のために、「ＳＯＳの出し方に関する教育」や「生命（いのち）の安全教育」等

を各種年間指導計画に位置付けて実施する。また、個別の事案にも組織的に対応できるようスクールカウンセラー

等と連携した教育相談機能を整備する。 

 

イ キャリア教育 



 

 

（ア）「小笠原学習」を要に、「人間関係形成能力・社会形成能力」の育成を重点化し、発達の段階に応じたキ

ャリア教育全体計画、指導計画を作成する。 

（イ）望ましい職業観や勤労観を形成し、自立と社会参加に向けた意欲を培うため、地域との連携を図り、職業

人から話を聞いたり職業を調べたりする探究的な活動と体験的な活動に系統的・計画的に取り組む。 

（ウ）生徒一人一人の将来への希望と個性や特性が生かされるよう、「島っこファイル」や各種面談の機会等を活

用して生徒・家庭との相互理解や連携を深め、肯定的自己理解と自己有用感の獲得を目指す。 

 

 

 

 

第２表の３ 

          学校名 小笠原村立小笠原中学校 

（４）特別支援教育 

ア 知的障がいと自閉症・情緒障がいの２つの特別支援学級の設置校として、交流及び共同学習や学校行

事を通して、共に尊重し合いながら協働して生活していく態度や他者の役に立ったり社会に貢献したりすること

の喜びを得られる活動を充実させる。 

 イ 一人一人の特性や支援のニーズを全教職員が正確に把握することができるよう、「個別の教育支援計画」や

「個別の指導計画」の引継ぎや作成、関係機関等との連絡調整などを特別支援教育コーディネーターを中心に

組織的に行う。 

 ウ インクルーシブ教育の実現を図るため、全教育活動のユニバーサルデザイン化を推進し、全ての生徒が等しく学ぶ

喜びを味わい、生き生きと学校生活を過ごせるようにする。 

 

３ その他 

 ア 「学校 2020 レガシー」の構築に向け、小笠原学習で行う「外来種駆除活動」や「海洋調査」、「夜明山戦跡調

査」、「硫黄島訪島事業」、「海洋センターボランティア」などを通して、共生社会の担い手となる生徒に必要な資質で

ある「ボランティアマインド」・「日本人としての自覚と誇り」を養い、国際的な視野に立って世界平和に向けて活躍でき

る人材の育成を図る。 

 

イ 当面の間、プールの建設工事に伴い、水泳学習は従来の通り行うことができない。下記のとおり実施する。  

《実施時期》６～７月 

《実施場所》二見湾大村海岸  

《実施時数と内容》12時間、「水泳」 

 



第３表

３　学年別授業日及び授業時数の配当

（１）年間授業日数配当表

（２）各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動の年間授業時数配当表

35

35

45 35

105

45

105

70 70

140140 140

35 35

895

70 70

35 35

○特色ある教育活動について

　・全校吹奏楽活動を特別活動での年間８時間行う。

　・年間を通して朝に時間帯を10分設け、読書活動を行う。

○余剰時間について

　・第１学年 26時間程度

　・第２学年 26時間程度

　・第３学年  3時間程度

875 875

35 35

105 105

35

1015 1015 1015

50

外 国 語(英語)

小　　　　　計

　特別の教科　道徳

　総合的な学習の時間

　特別活動(学級活動)

総　　　　    　計

備

　

　

考

35

3

140 140 105

備

　

　

考

・第１学年は入学式が４月９日のため、４月は授業日数が１日減。（第２、３学年は８日始業式）

・第３学年は修学旅行に４日休日が入るが、２日振替休業日とするため６月の授業日数が２日増。

・第２学年は硫黄島訪島事業に１日休日が入るが、１日振替休業日とするため、授業日の増減はない。

・第３学年は卒業式が３月19日のため、３月の授業日数が３日減。

【休日授業実施日について】

①  ４月２７日（土）４校時（振替休業日無）こどもまつり

②  ５月１１日（土）４校時（振替休業日無）学校公開

③  ７月  ７日（日）４校時（振替休業日有）遠泳大会

④  ７月１３日（土）４校時（振替休業日無）

⑤  ９月２１日（土）４校時（振替休業日無）

⑥　９月２８日（土）６校時（振替休業日有）連合運動会

⑦１１月  ９日（土）４校時（振替休業日無）学校公開

⑧１２月２１日（土）４校時（振替休業日有）総合発表会

⑨  １月２６日（土）４校時（振替休業日有）ロードレース大会

⑩  ２月１５日（土）４校時（振替休業日無）道徳授業地区公開講座

⑪  ３月  ８日（土）４校時（振替休業日有）音楽発表会・３年生を送る会

140

105 140 140

105 140

105 140

1

18 17

2 3

19 16 208

学校名 小笠原村立　小笠原　　中学校

5 合計8 9

2 20

10 11

22 21

126 7

1 16 22 15

各

　

　

　

　

教

　

　

　

　

科

　　月

学年 4

　　　　　　　　　学　年

教　科・領  域 1

20

国　　　　　語

社　　　　　会

数　　　　　学

理　　　　　科

音　　　　　楽

美　　　　　術

保　健　体　育

技　術・家　庭

22

22

2

21 18 17 19 13 2083 17 22 22 15 2 20

21 18 17 19 16 2092 17 22 20 15 2 20



第４表の１(令和６年度教育課程届 通常の学級)
４　学校行事

日 曜 小笠原小学校 小笠原中学校 母島小学校 母島中学校 日 曜 小笠原小学校 小笠原中学校 母島小学校 母島中学校 日 曜 小笠原小学校 小笠原中学校 母島小学校 母島中学校

安全指導

体力テスト始

避難訓練

憲法記念日 憲法記念日

みどりの日 みどりの日 安全指導

こどもの日 こどもの日

振替休日 振替休日

春季休業日（終） 春季休業日終 安全指導 村学力調査

村学力調査

始業式 始業式 学校公開始

入学式 入学式 修学旅行終（３）

安全指導 安全指導 学校公開始 振替休業日（３）

定期健康診始 定期健康診断始

土曜授業　避難訓練 土曜授業　 振替休業日（３）

学校公開終 学校公開終

避難訓練 避難訓練 避難訓練

安全指導

体力テスト 全国学力調査（３）

全国学力調査（６） 全国学力調査（３）

小港キャンプ（５）

小港キャンプ（５）

避難訓練

社会科見学（４） １学期期末考査

１学期期末考査

こどもまつり 水泳指導始 水泳指導始 １学期期末考査

こどもまつり

体力テスト終　定期健康診断終 体力テスト終　定期健康診断終

昭和の日 昭和の日

社会科見学（６） 修学旅行始（３）

2 火 2 木 2 日

1 月 1 水 1 土

4 木 4 土 4 火

3 水 3 金 3 月

5 金 5 日 5 水

6 土 6 月 6 木

7 日 7 火 7 金

8 月 8 水 8 土

9 火 9 木 9 日

10 水 10 金 10 月

11 木 11 土 11 火

12 金 12 日 12 水

13 土 13 月 13 木

14 日 14 火 14 金

15 月 15 水 15 土

16 火 16 木 16 日

17 水 17 金 17 月

18 木 18 土 18 火

19 金 19 日 19 水

20 土 20 月 20 木

21 日 21 火 21 金

22 月 22 水 22 土

23 火 23 木 23 日

24 水 24 金 24 月

25 木 25 土 25 火

26 金 26 日 26 水

月 29 水 29 土

27 土 27 月 27 木

28 日 28 火 28 金

４　月

備

考

５　月

備

考

31 金

30 火 30 木 30 日

29

備

考

６　月



第４表の２(令和６年度教育課程届 通常の学級)

日 曜 小笠原小学校 小笠原中学校 母島小学校 母島中学校 日 曜 小笠原小学校 小笠原中学校 母島小学校 母島中学校 日 曜 小笠原小学校 小笠原中学校 母島小学校 母島中学校

南島遠足（６）

避難訓練 避難訓練

避難訓練（小中合同実施） 避難訓練（小中合同実施）

水泳指導終 水泳指導終

遠泳大会 遠泳大会

振替休業日 振替休業日

安全指導 安全指導

情報モラル教室 山の日 山の日

セーフティ教室 振替休日 振替休日

土曜授業 土曜授業 学校閉庁日 学校閉庁日 中間考査

学校閉庁日 学校閉庁日

海の日 海の日 学校閉庁日 学校閉庁日

学校閉庁日 学校閉庁日 敬老の日 敬老の日

終業式 終業式

夏季休業日始 夏季休業日始

土曜授業 土曜授業

秋分の日 秋分の日

振替休日 振替休日

夏季休業日終 夏季休業日終 連合運動会 連合運動会

始業式 始業式

安全指導 安全指導 振替休業日 振替休業日

９　月

2

1

3

1 日

2 月

3 火

4

月5

6 金火6

7 7 土水

8 木 8 日

99 火 金 9 月

1010 水 土 10 火

1111 木 日 11 水

1212 金 月 12 木

1313 土 火 13 金

1414 日 水 14 土

1515 月 木 15 日

1616 火 金 16 月

1717 水 土 17 火

1818 木 日 18 水

1919 金 月 19 木

2020 土 火 20 金

2121 日 水 21 土

2222 月 木 22 日

2323 火 金 23 月

2424 水 土 24 火

2525 木 日 25 水

2626 金 月 26 木

29

2727 土 火 27 金

2828 日 水 28 土

月 木 29

8 月

備

考

８　月

木

金

土

日

31

30

31 水

30 火 金

土

29

７　月

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土

7 日

備

考
交千代田区自然体験（６）

4 水

5 木

30 月

備

考

日



第４表の３(令和６年度教育課程届 通常の学級)

日 曜 小笠原小学校 小笠原中学校 母島小学校 母島中学校 日 曜 小笠原小学校 小笠原中学校 母島小学校 母島中学校 日 曜 小笠原小学校 小笠原中学校 母島小学校 母島中学校

都民の日 都民の日 安全指導

安全指導 安全指導 

避難訓練 安全指導

避難訓練（セーフティ教室） 文化の日 文化の日 安全指導

振替休日 振替休日 避難訓練

安全指導 避難訓練 社会科見学（３）

学校公開始

避難訓練

学校公開始

土曜学校公開 土曜学校公開 避難訓練

学校公開終 学校公開終

スポーツの日 スポーツの日

硫黄島訪島事業始（２） ２学期期末考査

硫黄島訪島事業終（２） ２学期期末考査

振替休業日（２） ２学期期末考査 土曜授業 総合発表会

母島移動教室（６）始 学芸会始

勤労感謝の日 勤労感謝の日 振替休業日 振替休業日

母島移動教室（６）終 学芸会終

日曜授業

振替休業日 終業式 終業式

冬季休業日始 冬季休業日始

社会科見学（３）

11　月 12　月

4 月 4 水

火

5 火 5

日

2 土 2 月

1 金 1

3 日 3

5 土 木

6 水 6 金6 日

7 木7 月 7 土

8 火 8 金 8 日

9 水 9 土 9 月

木 10 日10 10 火

11 金 11 月 11 水

12 土 12 火 12 木

13 日 13 水 13 金

14 月 14 木 14 土

15 火 15 金 15 日

16 水 16 土 16 月

17 木 17 日 17 火

18 金 18 月 18 水

19 土 19 火 19 木

20 日 20 水 20 金

21 月 21 木 21 土

22 火 22 金 22 日

23 水 23 土 23 月

24 木 24 日 24 火

25 金 25 月 25 水

金

26 土 26 火 26 木

27 日 27 水 27

28 月 28 木 28 土

31 木

10　月

1 火

2 水

3 木

4 金

29 火 29 金 29 日

30 水 30 土 30 月

備

考
交平泉町親善交流（６）

31 火

備

考

備

考



第４表の４(令和６年度教育課程届 通常の学級)

日 曜 小笠原小学校 小笠原中学校 母島小学校 母島中学校 日 曜 小笠原小学校 小笠原中学校 母島小学校 母島中学校 日 曜 小笠原小学校 小笠原中学校 母島小学校 母島中学校

元日

安全指導

安全指導 安全指導 安全指導

避難訓練 避難訓練 避難訓練

避難訓練

冬季休業日終 冬季休業日終

始業式 始業式 音楽発表会

安全指導

避難訓練 遠足（１・２） 振替休業日

建国記念の日 建国記念の日

学校公開始

成人の日 成人の日

安全指導 学校公開始

道徳授業地区公開講座 道徳授業地区公開講座

学校公開終 学校公開終

避難訓練

遠足（３・４） 卒業式

春分の日 春分の日

天皇誕生日 天皇誕生日

振替休日 振替休日 卒業式

学年末考査 修了式 修了式

ロードレース大会 ロードレース大会 学年末考査 春季休業日始 春季休業日始

振替休業日 振替休業日 学年末考査

１　月 ２　月 ３　月

1

2 木 日

火

月

水水 5

土1 水 1 土

5 日 5

6 月 6 木6

金7

土8

日9

11

月10 月 10

12

火11 土 11 火

13

水12 日 12 水

14

木13 月 13 木

15

金14 火 14 金

16

土15 水 15 土

17

日16 木 16 日

18

月17 金 17 月

19

火18 土 18 火

20

水19 日 19 水

21

木20 月 20 木

22

金21 火 21 金

23

土22 水 22 土

24

日23 木 23 日

25

月24 金 24 月

26

火25 土 25 火

水26 日 26 水

木

金

日

土

2 日

木

7 火 7 金

8 水 8 土

9 木 9 日

10 金

2

3 金 3 月 3

4 土 4 火 4

29 水 29

30 木 30

27 月 27 木 27

28 火 28 金 28

交父母小学校交流（５・６）

31

備

考

備

考

備

考

月31 金


